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2. 歯周病原細菌に対する IgG 抗体価の測定：自己採血キットを用いて手中指指尖毛細血管か
ら 50 µLを採血し，血漿を検査に用いた。検査対象とした歯周病原細菌は，Aggregatibacter 
actinomycetemcomitans ATCC29523（Aa），Eikenella corrodens FDC1073（Ec），Porphyromonas 











4. 被験者の群分け：先行研究の結果から歯周病原細菌の感染度の指標としては Pg に対する
IgG 抗体価を用いた。Pgに対する IgG 抗体価を調べた対象者を人数がほぼ同数となるよう














（95%信頼区間）が 0.83（0.73-0.95）と 0.81（0.71-0.93）であった。女性および 65 歳未満
の者についてその関連は特に顕著であり，女性では 0.76（0.64-0.91）と 0.78（0.65-0.93），
65歳未満者では 0.82（0.71-0.96）と 0.80（0.70-0.95）であった。 
2. １日平均歯磨き回数が２回以上である患者では，２回未満である患者に対して重度感染の
オッズ比が有意に高く，多変量オッズ比は 1.25（1.03-1.51）であった。男性および 65歳未
満の者でその関連は特に顕著であり，男性では 1.44（1.12-1.85），65 歳未満では 1.34
（1.07-1.69）であった。 
3. また，歯科関連行動以外の項目と歯周病原細菌の感染度との関連はなかった。 
【考察】 
年１回以上の歯科健診及び歯石除去の実施と IgG抗体価にて評価した歯周病感染度との間に
関連があり，歯科医療従事者による歯周組織検査を歯周病評価指標として用いた研究と同様の
結果が得られた。この関連は女性と 65 歳未満で顕著であったが，加齢による歯の喪失が原因
で関連が弱まることが考えられる。 
１日平均歯磨き回数が２回以上である患者では，重度感染のオッズ比が高かった。これは，
男性および 65 歳未満の者で，特に顕著であった。歯周病を自覚し歯周病治療を目的とした歯
科受診のために歯磨き回数が増加したと推察した。 
【結論】 
本研究結果から，年１回以上の歯科健診および歯石除去の実施は IgG抗体価にて評価した歯
周病原細菌感染度と関連していることがわかった。この関連は，女性と 65 歳未満の者に顕著
であった。 
 
 
